
（別　表）

大項目

類似事業の履行実績などから、各業務の運営を円滑に行うことが
期待できるか。

10

運営スタッフの配置や業務管理の体制が、事業の進行管理が適切
に行える体制となっているか。

5

個人情報の保護・管理が適切であるか。 5

女性・障がい者・若者等就職に困難を抱える方の就業に関する課
題やニーズについて的確に分析した上で、事業の実施方針が明確
となっているか。

5

就業相談、求人開拓、インターンシップ先開拓、セミナー、広報
業務、副業・兼業人材活用のための事業切り出しが適切に実施で
きる計画となっているか。

5

就職に困難を抱える方の就業のために連携が必要な関係機関を把
握し、具体的な連携方法が提案されているか。

5

女性・障がい者・若者等就職に困難を抱える方と人材が不足して
いる事業者のマッチングについて、効果的な手法となっている
か。

15

就職困難者の就業につながるようなセミナーや、県内企業の多様
な人材活用が促進されるようなセミナーが提案されているか。
また、就職を希望する者と企業のマッチングにつながる効果的な
合同企業説明会の手法等について提案されているか。

10

関連企業と連携したインターンシップの実施について、希望する
方と企業とのマッチング、実施までのプロセス、アフターフォ
ローについて効果的な内容が提案されているか。

10

本事業について女性・若者・障がい者等就職に困難を抱える方に
幅広く周知が行われ、より多くのマッチングが行えるような効果
的な広報手法であるか。

10

県内企業の副業・兼業人材活用の機運を高めるセミナーが提案さ
れているか。また、副業・兼業人材活用に適する業務があれば業
務の切り出しを行う等効果的な求人開拓の手法が提案されている
か。

5

提案内容、スケジュール等から確実な実施が見込まれるか。 5

３
経済性

見積価格水準及びその積算の考え方は妥当であるか。 10
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審査項目
審査内容（要求内容） 配点

小項目

合計得点

運営体制

個人情報の
取り扱い

現状認識・基本方針

事業計画

実現可能性

費用対効果

関係機関との
連携

マッチング手法

効果的な
広報

副業・兼業人材
活用

１
実施体制

２
事業内容

類似事業の履行実績

セミナー・
合同企業説明会

インターンシップ


